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広帯域振動台を用いた速度型地震計の特性比較

Comparison of characteristics of Velocity Seismometers using the wide frequency-band
shaking table
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微小地震観測において用いられている地震計は、電磁変換器を用いたものが多い．
この電磁変換器は、動コイル型速度型のもので非線形バネを利用したものが多いので、振幅が大きくなるにつれて波

形の非線形性が大きくなると考えられる．このため，地動を正確に観測するには振幅波形の線形性が成り立つ範囲を押
さえておく必要がある．

また、観測において稠密観測が主流になってくると効率よく設置することが期待され、地震観測機器のダウンサイジ
ング化及び軽量化は必須である。これらの制約をすべて満足させ、地震計の仕様を目的の固有周波数、線形性、感度に
達成させることが重要な課題である。

速度型地震計（KVS-300）を開発するに当たって、バネの非線形構造の持つ特性が明らかになってきた。今回、同様の
構造を持つと推測される現行の地震計、L-22D、L-4C（マークプロダクツ社製）、CDJ-S2C-2（中国製）らの線形性、周
波数特性を比較検討した。この試験は、広周波数帯域（0.1～40Hz）・高ダイナミックレンジ（ストローク 10mm）振動台
による加振試験で行い、振動台の変位は、非接触型変位計により検出し、その精度は、分解能 2μmと高精度である。


